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創立 1986年

第1590回例会
令和元年７月11日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト　　◦日も風も星も
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（本日の午前中は、街頭献血キャンペーンに出席してきました。齋藤社会奉仕委員長を始め、

参加協力していただいた皆様、ありがとうございました。永野会員、100％出席おめでとうございます。）
　◦永野文雄会員（本年度の五大部門・小委員会の会長さん、一年間よろしく。堀田副幹事さん、ご苦労様で

す。）
　◦鳴島三夫会員（例会出席100％表彰、ありがとうございます。今年も引き続き100％をめざします。商品は高

級ケシゴムではありませんでしたが、ありがとうございました。）
　◦成井正之会員（本年度はロータリー情報委員会員として、頑張りたいと思いますので宜しくお願いしま

す。）
　◦金田昇会員（今日は出欠の連絡をわすれました。次回から注意いたします。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２６名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ６名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５０
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６４．００％

第1590回例会出席状況� （R元年７月11日)

中目公英会長　　　　　　　堀田一彦副幹事
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週、私の会長方針を受けまして今日から2週に渡りま
して各委員会の皆様方の私の年度の事業計画を発表し
ていただきます。私のつたない会長方針のもと、それ
ぞれの委員長さん委員会でいろいろと揉んでいただき
まして豊かに実り多く肉付けをしていただきましたか
ら、それぞれの委員長さんほうから今年度の活動につ
きまして発表を楽しみにしたいと思っております。簡
単ではありますが、以上お話をさせていただきまして
会長の時間とさせていただきます。

■幹事報告� 堀田一彦副幹事

◦国際ロータリー第2580地区ガバナー
　橋本博司：第18回ロータリー全国囲
　碁大会案内状配布のお願い
◦県南地域人材育成推進協議会：令和

元年度総会の開催について
◦白河国際交流協会：令和元年度白河市国際交流協会

総会資料及び会報の送付、並びに会費納入のお願い
について

◦石川ＲＣ：年次計画書
◦米沢中央ＲＣ：年次計画書

■委員会報告

◦前年度出席委員会� 渡部勝也副委員長

～出席優秀者の表彰～

　・100％皆出席の方

　　永野文雄会員

　・１回だけお休みの方（98％）

　　青木大会員、渡部勝也会員

　・２回だけお休みの方（96％）

　　安部和夫会員、藤田龍文会員、成井正之会員

　　鳴島三夫会員、山口治会員、石部辰雄会員

（２）

本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長

　皆さん、こんばんは。忙しいところ
ご参加ご出席いただきましてありがと
うございます。さて、我が白河では白
河市長選、並びに白河市議会議員の選

挙が終わりまして、町中に静けさが戻ってまいりま
した。市長は鈴木和夫さん。それから、議員も新しい
方々が当選をなさいました。我がクラブからは3人立
候補されていましたが、お二方がご当選、残念ながら
お一人が落選というふうなことでございます。これも
審判でございますから致し方ないところではあろうか
と思いますが、ことロータリーに関しましては政治と
ロータリーは全く別物でございますので、ノーサイド
ということでお三人さん皆揃って例会のほうに出席し
てもらえれば大変ありがたいと思っております。今日
は阿部さんに来ていただきました。本当にありがとう
ございます。また、ロータリーを楽しくやりましょう。
よろしくお願いいたします。さて、このところ梅雨の
天候でどんよりとした日が続いております。昨年の今
頃はもうそろそろ梅雨が明け、生命に関わるような危
険な暑さであるというふうな話をよくテレビから聞い
ておりましたが、今年はそれとは全く逆で日照不足と
低温で農作物をはじめ大変難しい状況になっていると
いうふうなことを聞くようなことであります。多分、
皆様方の奥様方も女性の方々もスーパーに行くと野菜
が高いとかって言いながらこの頃過ごされているんで
はないかと思っておりますが、あと10日くらい過ぎ
れば7月20日くらいになると恐らく梅雨が明けるので
はないかと思っておりまして、もう少しの我慢という
ことであります。この梅雨の寒さで体調を崩さないよ
うに皆様注意をしていただければと思います。さて昨
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■本日のプログラム

五大部門、小委員会、年度計画

◦ＳＡＡ� 吉田充ＳＡＡ

　皆さん、こんばんは。ＳＡＡ、会場
監督ということで一年間皆さんにお世
話になりながら一生懸命努めたいと思
います。よろしくお願いします。本年

度は、中目会長の「人々が手を取り合うのを促そう」
に基づいてＳＡＡの仕事を全うしたいと思います。内
容としては、会長、幹事と各委員会との連携を円滑に
例会運営をするということと、クラブ訪問者と来賓の
方々にきめ細やかな配慮をして設営したいということ
でございます。会場監督ということなので、例会の出
欠も含めてちょっと皆さんにご協力をお願いしたいと
思います。出欠の連絡を昼例会だと2時間前なので10
時くらい。午後例会だと4時くらいまでに出欠のご連
絡をいただければ、第一ホテルさんのほうで食事のほ
うの準備等人数確認してできるということなので、よ
ろしくお願いしたいと思います。とにかく楽しく一年
間過ごしていきたいと思いますので、一つ皆さんのご
協力をお願いいたします。

◦クラブ奉仕委員会Ⅰ� 吉野敬之委員長

　クラブ奉仕委員会Ⅰのほうを担当
させていただきます吉野でございま
す。本年度の当委員会は、会員増強委
員会、出席委員会、ロータリー情報委

員会、中長期戦略策定委員会の四委員会で構成されて
おります。中目会長の「共に手をつなごうロータリー
のもとで」というクラブ目標達成のため、各委員長と
連携協力しそれぞれの委員会が活発に活躍できるよう
にサポートをしてまいりたいと思っております。また、
わたくし自身は会長エレクトとして我がクラブの活動
全般に目を向け中目会長を補佐しつつ、来たる35周年
をつつがなく迎える準備を整えながら活動に励んでい
きたいと思っております。皆様にはご協力のほどをよ
ろしくお願いいたしますということで、次年度35周年
を迎えるにあたりましてこの秋頃から、前回30周年の
活動のほうを参考にいたしまして今年の秋くらいから
徐々に来年に向けての組織作り、さらには内容決定、
日程決定等々を皆様のお力添えをいただきながらつつ
がなく進めさせていただきたいなというふうに思って

おります。詳細につきましては、時期が参りましたら
皆様のほうに個別にお願いをいろいろさせていただく
ことになるかと思いますけれども、是非西クラブ全体
のために成功させようという一つの旗印のもとに頑
張って皆様のお力をお貸しいただきたいというふうに
思っております。それ以前に、今申し上げましたよう
に中目年度が素晴らしい年度になるように精一杯協力
させていただきたいというふうに共に汗を流したいと
いうふうに思っておりますので、一年間よろしくお願
いいたします。

◦クラブ奉仕委員会Ⅱ� 鈴木孝幸委員長

　皆さん、こんばんは。今年度、クラ
ブ奉仕委員会Ⅱの委員長を仰せつかり
ました鈴木孝幸でございます。委員会
単体組織としては、委員も私一人の

ちょっと微妙な感じの委員会なんですけれども、今年
一年職務を全うできるように頑張りたいと思いますの
でよろしくお願いいたします。クラブ奉仕委員会Ⅱ
は、須藤正樹委員長の親睦委員会。そして、櫻岡敏之
委員長のプログラム委員会。安部和夫委員長の雑誌広
報委員会。佐藤幸彦委員長のクラブ会報委員会。鈴木
典雄委員長のＩＴ委員会。山田顕一郎委員長のスマイ
ルボックス委員会。青木大委員長のシスター委員会。
以上、7つの委員会で構成されておりまして、まさに
ロータリーの活動の中心となる委員会であります。各
委員会が中目会長の掲げるクラブテーマであります
「共に手をつなごうロータリーのもとで」という内容
を具現化できるように様々な面から委員会をサポート
してクラブ全体を盛り上げていきたいと思っておりま
す。皆様のご協力をお願い申し上げまして、クラブ奉
仕委員会Ⅱの活動計画といたします。

◦職業奉仕委員会� 小林仁一委員長

　皆さん、こんばんは。今年度、職業
奉仕委員会の委員長を仰せつかりまし
た小林と申します。副委員長に小林義
勝会員、委員に遠藤敦会員、関谷亮一

会員、佐川京子会員、以上のメンバーで一年間進めて
いきます。本年度は会長方針を踏まえながら、職業奉
仕に対する理解を深めクラブの活動と職業を通じて職
業奉仕の実践、行動へと繋げていきたいと思っており
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ます。企画イベントを実施しながら、会員皆様の参考
になるような企業、または施設訪問を実施していきた
いと考えております。今現在、まだ最終決定ではない
んですが一応二つ三つ案がございますので、皆さんの
意見も聞きながらまとめていきたいと思います。一つ
はもと白河集古苑、小峰城歴史館と名前が変わってま
してリニューアルオープンしておりまして非常に見応
えがあるというところで今一つの案になっております。
それから、いろいろ皆様の意見等々を聞きながら私の
中から抜粋した二つめの案としましては、大信にある
ヤフージャパンのデータセンター。こちらもこのＩＴ
時代の中で日本最高峰の最新鋭の設備施設が見学可能
と聞いております。それから三つめは今、渋沢栄一さ
んが話題になっておりますが、論語とそろばんの勉強
会。これはまだ会長には相談してないんですが、南湖
神社で何か勉強会プラスアルファで出来ないかなあと
考えております。皆さん楽しみにしててください。

◦社会奉仕委員会� 齋藤孝弘委員長

　皆さん、こんばんは。今年度、社会
奉仕委員会の委員長を仰せつかりまし
た齋藤です。一年間よろしくお願いい
たします。今年度から社会奉仕委員会

は単独の委員会ということで単独の事業をさせていた
だきたいと思っております。環境保全委員会からの流
れを受けて、那須甲子自然の家のロータリーの森の現
状視察を兼ねた移動例会を計画しています。委員会で
現状を視察後、新たな記念碑を作るか現状の記念碑を
整備保全するかなどを検討して事業に繋げたいと思っ
ております。青少年育成につきましては、ロータリー
財団の資金の申し込みを行い、白河市内の小学校の
教育費の現状を調査し、物品等の譲渡をしたらどうか
なということを考えております。例としましては、楽
器の修理と購入に非常にお金がかかってなかなか修理
できないというのが現状らしく、主に楽器の修理代か
もしくは新しい楽器の購入などにもし可能であれば充
てたいなと思っております。移動例会につきましては、
年の明けて雪解けの季節で新緑の季節に、甲子温泉の
ほうで出来れば泊まりながらお酒を酌み交わしながら
ロータリー談議をしたいなと思っております。

◦国際奉仕委員会� 堀田一彦副委員長

　国際奉仕委員会の副委員長の堀田で
ございます。委員長の藤田会員がぎっ
くり腰のために、一歩も動けないとい
うことで急遽欠席になりましたので、

私のほうから活動計画のほうを読み上げます。国際奉
仕委員会は委員長に藤田会員、副委員長にわたくし堀
田、委員に富永会員、緑川会員、居川会員、三瓶会員
の6名で活動を行ってまいります。本年度の活動計画
として、グローバルサポート、在白外国人との交流、
国際交流活動への参画及び支援を行う。また、地域貢
献はもとよりロータリーインターナショナルへの貢献
も積極的に行うとなっておりますが、藤田委員長のこ
となので恐らく東南アジア方面で一度か二度多分交流
事業は行うと思いますので、その際には皆さんのご協
力のほうよろしくお願いします。

◦青少年奉仕委員会� 村上堅二委員長

　皆さん、こんばんは。今年度、青少
年奉仕委員会の委員長を賜りました村
上堅二と申します。一年間、よろしく
お願いいたします。奉仕委員会は昨年

度青少年育成という形のものと青少年奉仕というも
のが合体してできた新しい委員会であります。内容
的には青少年育成と奉仕の両方の分野を兼ねると思
いますので、一年間、ご協力のほどよろしくお願い
いたします。最初に、まず委員長わたくし村上でご
ざいます。副委員長が松永会員、湊会員、山口会員、
島田会員、鶴丸会員となりましたのでよろしくお願
いいたします。一年間の内容としては、今回中目会
長のほうからお話があったように「共につながろう
ロータリーのもとで」という形の基本方針のもとに、
子供たちの育成を通していろんな活動をしていきた
いと思います。まず一つめにあるのは、インターア
クト、ローターアクトの支援。そして、ＲＹＬＡ研
修への支援、今回は参加を何とかさせたいと思って
おりますのでよろしくお願いします。それから、Ｃ
ＫＢチャレンジ県南ベースボール中学野球大会開催
の支援。あと青少年活動の支援。そして、青少年の
各プロジェクトを通してロータリークラブへの理解
と理念の浸透を図る。簡単に言うと、一般の方がな
かなかロータリーってどんな団体とか、いろんなこ
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と聞かれるのが多くなっております。野球なんかで
もロータリーがいろんな意味で後援して何とか知名
度を増してきたとこがあるので、青少年育成の活動
の中にできればロータリーの名前を出しながらいろ
んな形でロータリーを広報していきたいなと思って
おります。一年間、よろしくお願いいたします。

◦会員増強委員会� 高畠裕委員長

　会員増強委員会は、委員長わたくし
と副委員長に堀田一彦会員、委員に運
天直人委員、佐川京子委員、根本あゆ
み委員の5名で進めていきたいと思い

ます。会員増強の4文字を読むと、会員が増えること
はクラブが強くなることと理解すると同時に、会長方
針の「共に手をつなごうロータリーのもとで」を基本
に、若い世代をはじめ多くの方面に増強を試みたいと
思います。目標としては、女性1名を含めた純増2名を
設定していきたいと思います。なるべく範囲の広いと
ころで探していきたいと思いますので、皆さんのほう
からこういった方がいらっしゃいますよということが
あれば、さらに我々のほうでお話をしに伺いたいと思
います。2名以上獲得できますよう一生懸命一年間頑
張ってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上
げます。

◦出席委員会� 阿部克弘委員長

　出席委員会の年度の活動計画をさせ
ていただきます。委員長に、わたくし
阿部克弘。副委員長に石部会員。委
員に大住会員、それから鶴丸会員と4

名で今年度はやっていきたいと思っております。中
目・兼子年度のクラブ活動目標の重点活動目標であ
る「人々が手を取り合うのを促そう」の中の会員同
士で繋がる。食事等例会を楽しくして出席率を高め
よう。新ソングを楽しく歌おう。家族の参加を増や
そうを実現するには出席委員会として出席向上の対
策はもとより、プログラム委員会及び親睦委員会と
の連携を図り、一つの委員会単独ではなく一体感を
もって出席率を上げていくことが重要と考えており
ます。そのためには、まず一として、出席率の向上
の対策として、1、無断欠席をなくすためには出欠
ボード、メール、ファックスを積極的に活用すると

いうことですね。2番目に、メーキャップの奨励とし
てメーキャップ月間等を作る。3番目として、出席率
100パーセント例会の開催を考えておりまして、プ
ログラム、親睦委員会と連携を図ってまいりたいと
思っております。4番目に、出席率100パーセント会
員の表彰。これは3名を確保したいなというふうに
思っております。5番目にスリープ会員の例会出席を
図るということで、訪問や電話等による動機づけを
してまいりたいというふうに考えております。二番
目に、プログラム、親睦委員会との連携を図りまし
て出席率向上を目指していきたいと思っております
ので、どうか一年よろしくお願いいたします。

◦ロータリー情報委員会� 成井正之委員長

　皆さん、こんばんは。本年度、ロー
タリー情報委員会を受け持ちました委
員長の成井正之です。副委員長に山口
治さん。それから、委員に鳴島三夫前

会長、そして委員に永野文雄パスト会長で4人でやら
せていただきます。ロータリー情報委員会は、全会員
に対してロータリーの知識と理解を広げるような情
報を伝えることにあります。近年、ＲＩ規定審議会で
の柔軟性を取り入れるという変革や2530地区の運営方
針にも改革が見られ、クラブごとに定款やそれからク
ラブ細則も見直しを求められるようになっております。
そのような中で2530地区の運営委員会の情報や地区大
会の出席向上、そしてＩＭの積極的な参加を促したい
と思います。特に新入会員で3年未満の方は、皆さん
全員にロータリーの基本であることを十分理解してい
ただくためにパートナーシップを取り入れて、新入会
員と推薦者をしている方と一緒に出席していただいて
勉強し知識を学んでいただきたいなと思っております。
そういったことで活動していきたいと思いますのでよ
ろしくお願いいたします。

◦ロータリー財団委員会� 金田昇委員長

　皆さん、こんばんは。今年度、ロー
タリー財団委員会の委員長を務めさせ
ていただきます金田です。委員会構
成としては、副委員長に永野文雄さん。

それから、委員として遠藤敦さん、池田浩章さん、
矢田部錦四郎さんということで5名で財団委員会を
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やってまいります。まずは表記の活動計画を読み上
げさせていただきます。ロータリーのビジョンであ
る、世界で地域社会でそして自分自身の手の中で持
続可能な良い変化を生むために人々が手を取り合っ
て行動する世界を目指すということを実現するため
に、地区財団活動資金ＤＤＦを十分に活用し、地
区補助金、グローバル補助金など、地域社会及び海
外でのプロジェクトを積極的に行う必要があります。
そのためには、クラブのすべての会員がその意味を
理解し、地区資金の活用と財団への寄付を積極的に
行うことが必要だと思います。今年度、ロータリー
財団委員会では会員各位に寄付の重要性を理解して
いただき、目標を定めて募金活動を進めてまいりま
す。また同時に、ＤＤＦ地区活動資金の積極的活用
に向けた研修と実践を行います。ＤＤＦに関しては
今年度はもう締め切っていますが、追加で出来るも
のがあるかどうか地区のほうの財団委員長と連絡を
取り合いながら追加での資金のお願いできればした
いなと思いますし、また来年度以降の社会奉仕活動
等々にＤＤＦが使えるように次年度と連携しなが
ら勉強会を進めてまいりたいと思っております。目
標としまして、寄付に関してなんですがここちょっ
と重要なんですが、ここ何年間で議論してきました
クラブ会員の全員から寄付をしてく特別寄付という
ことで、年3,000ドルを目標にしたいと思っていま
す。約60名ですので、一人当たり50ドルくらいです
か。5,000円弱くらいを会費の中からご負担いただい
て、それをまとめて財団に寄付していくということ
にしたいと思います。この個人個人の寄付した金額
は一人一人のＩＤの中に入ってきますので、それが
積み上がった段階でポール・ハリスからの表彰とか
そういうのもありますし、個人の寄付の金額は必ず
掌握されているということをご理解いただきたいと
思っています。それで3,000ドル。それから、ポー
ル・ハリス・フェローとしまして従来通り1,000ドル
の寄付者を最低3名、募集かけていきたいなと思い
ます。トータルとしてクラブとして6,000ドルの寄付
を行いたいというふうに考えておりますので、皆様
の中で志のある方、また地域貢献、社会貢献、国際
貢献に是非寄付をしたいという方、志のある方は是
非この機会に申し出ていただければありがたいなと
いうふうに思いますのでよろしくお願いいたします。

また、目標の中の活動としましてＤＤＦ、地区財団
活動資金の活用のためのプロジェクト企画というこ
とで、地区の2530地区の担当の方とか活動を行った
経験者の方なんかに卓話をお願いするなどして啓蒙
活動を進めていきたいと思っております。いずれに
せよ、お金の絡むことで皆さんに頭下げたりお願い
すること沢山あると思いますので、是非皆さんから
もご理解をいただき国際ロータリークラブが何故存
在するのかということをご理解いただき、そのため
の財団にご寄付に対してご理解いただくことをお願
い申し上げて、今年一年の活動計画とさせていただ
きます。よろしくお願いいたします。

◦親睦委員会� 須藤正樹委員長

　親睦委員会の委員長を仰せつかりま
した須藤正樹です。副委員長には、松
永会員。委員に、諸橋会員、車田会員、
根本会員、横田会員、宗像会員、鈴木

信教会員、鶴丸会員、上杉会員、大竹会員がいます。
会員、会員家族がさらに親睦を深められるような設
営。また、地域の他団体とより一層交流を図れるよ
うな設営を行います。委員会メンバーが一丸となっ
て頑張ります。一年間よろしくお願いします。活動
内容としましては、誕生日、結婚記念日のお祝い企
画。ホームミーティングの設営。納涼例会の企画運
営。ＪＣ・ＹＥＧとの交流親睦会の企画運営。クリ
スマス例会の企画運営。三クラブ合同新年会の企画
運営。観桜会の企画運営。会長・幹事慰労会の企画
運営。月末親睦例会の企画運営。その他、親睦会の
設営となっております。一年間、頑張りますのでよ
ろしくお願いします。


